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A Cognitive Linguistic Approach to Polysemy and the Choice of 





























 （1） a．11日，スタート時間の10時に準備した  4本 の電話が一斉に鳴り，相談が始まった。 
  「全国労働組合総連合」〈http://www.zenroren.gr.jp/jp/news/2010/news101115_01.html〉 















































「3｛ ○ 回｜ × 本｝電話したが誰もでなかった」（飯田2004：206） 
2）　「目的を持った行為」とは「（発話者にとって）有用な項目」であるとし，他の抽象的な事例（作品，商
品，情報）も含めた「本」の意味的特徴として，「有用な項目を数える」という点を指摘している（飯













































 （3） a． Denwa ga ni-hon kakatte kita. 
 b．  ＊ kare to no hi-hon no nagai denwa. 




















 （4）11日，スタート時間の10時に準備した  4本 の電話が一斉に鳴り，相談が始まった。 
 （（1a）再掲） 
 （5）そんな私に今日は  2本 の嬉しい電話が。 
 「大場工芸の営業日報その2」〈http://bar.dosugoi.net/e349202.html〉 


































う3つの多義的側面があるといえる（cf. Croft and Crouse 2004）。 
言葉の多義性と助数詞の選択に関する一考察
― 107 ―
 （8）bank＝［PREMISES］ The bank was blown up. 
 ［PERSONNEL］ It’s friendly bank. 
 ［INSTITUTION］ The bank was founded in 1597. 
 （Croft and Crouse 2004，116） 
 これらの意味的側面は，facetと呼ばれているが，完全に辞書的意味として自律性の高いものと







のようなものがある（cf. Lakoff and Johnson 1980，山梨1988）。 
 （9） a． 〈容器―中身〉 （例：やかんが沸いた。） 
 b． 〈付属物―主体〉 （例：メガネを呼ぶ。） 
 c． 〈作者―作品〉 （例：太宰を読んだ。） 
 d． 〈場所―機関〉 （例：ホワイトハウスは何も言っていない。） 
 e． 〈部分―全体〉 （例：ミカンをむく。） 





























 （10） a． 物体 （例：電話を持ち上げる，この電話は重い） 
 b． 機械 （例：電話が壊れる，電話が鳴る） 
 c． 設備 （例：電話を設置する，電話を完備する） 
 d． サービス （例：電話を契約する，電話を止める） 
 e． 情報 （例：嬉しい電話，電話に腹を立てる） 
 f． 通信 （例：電話をする，電話を取る） 
































のみ使用が可能であり，「本」と「件」の使用は容認されない  8） 。 
 （11）3｛台／ ＊ 本／ ＊ 件｝の電話を持ち上げた。 




 （13）3｛台／ ＊ 本／ ＊ 件｝の電話が壊れる。 







 （15） 二本の電話 が鳴り続け，電話が取りきれないことがしばしばあったため，とうとう広
島の支局の方から「電話番号間違ってませんか？お客さんから苦情がきてます」とい
うチェックの電話がくる始末。 










 （16）3｛台／本／ ＊ 件｝の電話を設置する。 
 （17）この部屋には，3｛台／本／ ＊ 件｝の電話が完備されている。 
 （18） ワシントン広場から北へ2ブロックのところに位置するホテル。（略）モダンなデザイ
ンの客室はシックな空間。全室に大型ライティングデスクや  3本の電話 があるなどビ
ジネスサポートのための設備も充実している。 
 「アップルワールド」〈http://appleworld.com/hotelinfo/hotel/00027215/〉 









 （20）引っ越しに伴い，3｛台／本／ ＊ 件｝の電話を契約する。 









 （22）そんな私に今日は  2本 の嬉しい電話が。 （（5）再掲） 
 （23）今日は2｛ ＊ 台／本／件｝の嬉しい電話があった。 













 （25）これから10｛ ＊ 台／本／件｝の電話をする。 
 （26）これまでに10｛ ＊ 台／本／件｝の電話を取った。 
 　最後に，「出来事」の意味的側面においても，「本」と「件」では数えることができ，「台」で
は数えることはできない。 
 （27）今日は，10｛ ＊ 台／本／件｝の電話があった。 






















物体 機械 設備 サービス 情報 通信 出来事
「台」 ○ ○ ○ ○ × × ×
「本」 × （○） ○ ○ ○ ○ ○
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